
２０１５年度 防災教育チャレンジプラン
最終報告会

⾞椅⼦の視点から防災へ！
〜かわせみ防災プロジェクト〜

埼⽟県⽴⽇⾼特別⽀援学校

本プランの⽬的
１．訓練⽅法、研修を通じて防災⼒

（⾃助）向上

２．⾞椅⼦の⼈たちが取り組みやすい
防災プログラム

３．ＰＴＡ防災委員会・地域との連携



１．訓練⽅法、研修を通じて
防災⼒（⾃助）向上

ショート訓練

避難訓練

引き渡し訓練

職員研修
（避難所設営訓練）

アクションカードの活⽤

ショート訓練の充実

・緊急地震速報を⽤いた訓練
短時間でいつでもどこでも訓練ができる

・抜き打ちの訓練
いつでもどこでも対応できるように

・⾃分で、または教員と⼀緒に
⾝を守る⾏動がとれるようになる。

いつでも地震が起こる可能性がある



訓練計画の⾒直し

・毎⽉ではマンネリ化
・奇をてらう必要はない（抜き打ち・告知）
・ねらいを絞る（対応⼒を付ける）

年５回 隔⽉実施
１週間の期間 抜き打ち
３年計画

プ
ー
ル

ショート訓練 ３年計画

登校時
午前
学習時

給⾷前

給⾷後
午後
学習時

下校時

１年⽬

２年⽬

３年⽬

４⽉〜９⽉ 10⽉〜３⽉６⽉〜９⽉時期

隔⽉実施
３年間で１⽇分の動きを確認



ショート訓練における３年半の取り組み
ショート訓練、こんな短時間で
何の成果が出るのだろうか？

でもこの数年間の積み
重ねは⼤きな成果と
なっている

地震が起きた時に⾝を守るために何に気を
つければいいか、すぐに判断し、⽣徒の⾝
を守ることができるようになってきた。

⽣徒たちも落ち着いて⾏動し、
⾝を守ることができるようになってきた

本校の実態に即した想定の避難訓練

・放送が故障！ …声の伝達

・上から空調が落ちた！…周囲の安全確認

・誰か倒れている！…負傷者救助

・指令カード…考えるきっかけ

・防⽕扉…開けられる？ 様々な想定・現実的
考えるきっかけ
柔軟な対応⼒



⽬的・⼿順を明確にした引き渡し訓練
参加学年を限定し、最低限の負担で実施
災害時組織班の動きを確認
フリーの教員が全体を⾒る

（成果）
・引き渡し⼿順の確認ができた
・全体の動きを様々な視点でチェック

（課題）
・学校災害対策本部の設置場所・動き
・教職員だけでシュミレーションを⾏う必要性

第１回職員研修
福祉避難所設営訓練

（想定）前⽇夜に地震発⽣ 翌⽇参集
学校の安全を確認し、避難所設営準備

本部の場所の表⽰・ビブス着⽤で明確に

報告・連絡・相談は必ず本部に

アクションカードの活⽤



⽬⿊巻を利⽤したシュミレーション

第２回職員研修 防災教育指導法研修
かわせみ防災タイムと「⾝に付けさせたい９つ
の視点」との関連性

防災教育のねらいとその視点について

外部講師が取り組みを評価→⾃信に繋がる

様々な場⾯から災害時の動きを考える

⼀昨年度作成した場⾯ごとの
対応表の改訂

成果
・災害時アクションカードは、役割内容が分かりやすく、
学校現場でも実⽤性が⾼い

・様々な状況を想定し、現実的な訓練になった
体験したことで、イメージを持ちやすくなった

課題
・震度６では⾞椅⼦のブレーキが利かない
⾝を守れない

・⾃分たちは正しいのか？
・訓練や研修を⾏うほど「無理なのかも」という不安



防災対策にベストはない！
最善を尽くすために
今ある不安・疑問を引き出す
諦めない

今よりもよりベターに

最善策を考えていく
考えないと「いざと⾔う時動けない」

⾞椅⼦が動く！

周囲の環境を整える
⾃助⼒の向上

助けを求める
受援⼒の向上

２．⾞椅⼦の⼈たちが取り組みやすい
防災教育プログラム

•⾃助

•受援⼒

•防災⼒

•⽀援⼒

•防災⼒

•⾃助

•⼦どもたちを守る

•⾃分も助かる

•防災教育の⼯夫

• ・⽇常へ繋げる

•⾃分の⾝を守る

•受援⼒

•楽しく学ぶ

•分かりやすい
児童⽣
徒

教職員

保護者
地域の
⼈



引き渡し訓練

学校開放講座

ＰＴＡ防災学習会

防災委員会

備品管理

アクションカード
社会体験学習

ショート訓練 安全点検
かわせみ防災タイム

避難訓練

引き渡し訓練

引き渡し訓練

ＰＴＡ防災委員会

避難所設営

指導法

伝⾔ダイヤル

地域との連携

特 別

特 別

いつも
困難 困難

本校の防災活動

児童⽣徒 教職員

地域 保護者

職員研修

容易

防災体験プログラム

専⾨家の⽀援

ＨＰで発信

防災教育チャレンジプラン

ぼうさい甲⼦園

全国肢体不⾃由特別⽀援学校
ＰＴＡ連合会

かわせみ防災タイム
今年度より実施

（１）本校児童⽣徒職員が様々な状況を想定し
た体験を通して、災害から⾝を守る⽅法を知る。

（２）集団の⼤きさや指導内容を変えることで
個々の実態に応じた指導を⾏う。



わかりやすい教材
⽣活年齢・発達段階によっても考慮する
⼩学部…クイズ、紙芝居、教室の写真（具体物）
中学部…⽣徒の⾒本、本やＤＶＤの活⽤
⾼等部…ニュースの災害情報を元に、より専⾨的に
「あたりまえ防災体操」

疑似体験の⼯夫
⾞椅⼦だからこそ分かる体験を
本校の実情から予想されることを体験する

防災委員会の活動（⼩４〜⾼３）
・本校を安全にするために、防災についての課題を⾒つけ、
解決するための取り組みを⾏う。

・かわせみ防災タイムの中⼼的存在となり活動を⾏う。



ひだか防災安全マップづくり

倒れてくる
移動してくる

落ちてくる

落ちてくる

⾞に注意！

第７回かわせみ防災タイム
「地震の時の⾝の守り⽅を確認しよう」

⾼等部の⽣徒が
池袋の防災館で

地震体験をした時の
様⼦を発表しました

ひだか防災安全
マップの発表を
しました



みんなであたりまえ防災体操

みどりのマーク⾮常⼝だよ
慌てず外へ！

あたりまえ防災〜

ＣＯＷＣＯＷ・吉本興業に許可を得る
⽇⾼バージョンで作製

第６回かわせみ防災タイム ⾮常⾷を⾷べよう

⼯夫して美味しく
みんなで楽しく

調理⽅法を知る

・乾パン

・フリーズドライ
のおかゆ

みんなで⼀緒に



成果
・要点を絞った内容で分かりやすい。
・学部、学年単位で⾏うことで指導しやすい。
活動しやすく、少⼈数で分かりやすい。

・あたりまえ防災体操は親しみが持てた。
・防災委員会の取り組みがよい。意欲的に参加。

課題
・学年、グループの指導が難しい
・定着まで地道な取り組みを

３．ＰＴＡ防災委員会・地域との連携

防災体験プログラム

ＰＴＡ防災学習会

災害時サポートブック

ホームページ・ひだか防災部便りで発信

学校開放講座



防災体験プログラム
〜保護者・地域・専⾨家とともに〜
防災スタンプラリー

暗闇、ガラス、エコキャンドル
防災ゲーム、クイズ、炊き出し
映画、本、家具の転倒防⽌
災害医療について、⼼肺蘇⽣法
起震⾞および⽔消⽕器体験など

校内・校外で
８５名の参加

⾞椅⼦だからこそ分かることを体験する
狭い・不安な避難所

暗闇では⾜元も⾒えない
ガラスがあったらパンクして
しまう！

⾞椅⼦を押して炊き出し…
⼿が離せないし⼤変！



知識を得る＝
⾃分たちも⼈を救う
ことができる

共助の取り組み

⾃分でできなくとも⼈に伝えることはできる

様々な⼈たちの連携・協⼒

充実した体験

消防

社会教育施設

医療関係者

企業

防災⼠会



外部との連携・ひろがり

全国肢体不⾃由特別⽀援学校ＰＴＡ連合会ＨＰ

防災⼠会ＨＰ

他県特別⽀援学校との情報交換
あたりまえ防災体操紹介 取り組みへ
アクションカード紹介

学校開放講座
地域の⼈に防災のスキルを

ぼうさい甲⼦園 ⼩学⽣の部優秀賞受賞

ＰＴＡ防災委員会 ⼀緒に防災について取り組む

防災体験プログラム

バックＤＥずきん製作

ＰＴＡ防災学習会



成果
・様々な⼈たちと連携でき、活動が充実した。
・外部の専⾨家の指導は分かりやすく、防災へ
の意識を⾼めることができた。

課題
・ポイントを絞ること。
・他の保護者にどう伝えていくか。
・地元⾃治会との連携。

かわせみ防災プロジェクト まとめ

⾞椅⼦の視点から
提案します



頭を守る⼯夫 バックDEずきんの作製

保護者も⼯夫して作成。
ショート訓練で使って
みる

肢体不⾃由校で防災教育に取り組む上での
課題「３ない」＋１？

年齢差・認識⾯・⾝体⾯の幅を理解し、全校で共通な学習、学部
で⽣活年齢を考慮した教材を⽤いた学習、学年では具体的に
ショート訓練の事前事後指導など分けて指導。

ないなら作り出す。各学部の防災担当が計画段階から打ち合わせ
し、指導のねらいを確認、指導した。各学部の⽣活年齢等を考慮
し、具体的な内容や教材を⼯夫できた。

中・⾼等部では教科学習、特別活動（学部集会）や総合
的な学習の時間で、⼩学部は⾃⽴活動の時間で指導。
内容をより理解させるための教科・領域、社会体験学習。

職員研修を⾏い、⽇本中災害が起こる可能性のある「未
災地」であることを意識づける。またショート訓練を通
じて「いつ・どこでも起きる災害に対応する」ために繰
り返し取り組み、意識を向上させる。

時間がない

教材がない

実態に合わない

災害は起きない



災害時サポートブック
受援⼒を⾼める

保護者に万が⼀のことがあった時
適切な⽀援が受けられるように

この⼦は私（保護者）が
いなくちゃダメなの

災害時
サポート
ブック

医療的
ケア

⾷事

排泄服薬

コミュニ
ケーション

必要最低限の情報を



特別⽀援学校で防災に関わる⾯⽩さ

防災教育は何をしたらいいのか分からない

防災教育を進める上で重要な要素
パフォーマー（よい題材・教材を組み⽴て、ストーリー
を作り出す）として取り組み
コンポーザー（新しいネタを作り出す）としての取り組み

⾃分たちで新たに作っていけばいい
命を守る⼤切さは学校⽣活全て・教科領域共通

まさに特別⽀援教育のスキル！

それでも授業づくりに困ったら…
どの学習でも「こんなことができたらいいな」
というねがいから学習課題を設定するので

という視点で考える

災害をより具体的にイメージすれば学習課題が⾒つかる

児童⽣徒の実態に合わせて教材を⾃由に作りだせるのが
特別⽀援学校の教員の強み

災害時こんなことが
できるといいな 災害時これが

できないと困るだろうな



かわせみ防災プロジェクトとは

•⾃助

•受援⼒

•防災⼒

•⽀援⼒

•防災⼒

•⾃助

•⼦どもたちを守る

•⾃分も助かる

•防災教育の⼯夫

• ・⽇常へ繋げる

•⾃分の⾝を守る

•受援⼒

•楽しく学ぶ

•分かりやすい 児童⽣徒 教職員

保護者
地域の
⼈

かわせみ防災タイム

肢体校で⼤切にしたい
防災教育・防災管理・組織活動そのもの

•⾃助

•受援⼒

•防災⼒

•⽀援⼒

•防災⼒

•⾃助

•⼦どもたちを守る

•⾃分も助かる

•防災教育の⼯夫

• ・⽇常へ繋げる

•⾃分の⾝を守る

•受援⼒

•楽しく学ぶ

•分かりやすい 児童⽣徒 教職員

保護者
地域の
⼈

避難訓練

かわせみ防災タイム

アクションカード

災害時サポートブック

職員研修

指導法
ショート訓練
避難訓練

伝⾔ダイヤル

ＰＴＡ防災学習会

あたりまえ防災体操

学校開放講座
地域との連携

学校開放講座

防災体験プログラム

専⾨家の⽀援（学習・研修）

ぼうさい甲⼦園

全国肢体不⾃由特別⽀援学校
ＰＴＡ連合会

防災教育チャレンジプラン
サポーター制度

情報を共有・発信

安全点検

ショート訓練

各機関との連携

企業との連携



今後の継続予定
・職員研修の充実 職員の防災意識の維持

・防災体験プログラム ⽇⾼で防災！の定番化

・かわせみ防災タイムの充実

・災害時サポートブック、バックＤＥずきんの
有効性を検証

３年間、ありがとうございました

これからも取り組み続けます


